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高齢者の自立支援や生活の質の向上、 雇用環境の改善に

取り 組む富山県内の介護事業所等を 紹介し ます

令和 7 年 度



「 がんばる

　 　 介護事業所表彰」
と は…

高齢者の自立支援や尊厳の保持に資する良質な介護サービスの提供や、

介護職員の意欲向上につながる人材育成の充実・ 職場環境の改善などに

積極的に取り 組むなど、 他の模範と なるよう な顕著な成果を 出し ている

介護事業所等を表彰し ます。 こ れを広く 周知するこ と により 、 介護サー

ビスの質の向上や介護人材の安定的確保を図るも のです。

（ 平成2 8 年度創設）

対象要件

（ １ ）県内で介護保険サービ ス又は障害福祉サービ スを 提供し ているこ と

（ ２ ）介護保険法、 老人福祉法、 高齢者の居住の安定確保に関する 法律、 障害者の日常生

活及び社会生活を 総合的に支援する ための法律、 労働基準法等の関係法令を 遵守し

ており 、 過去３ 年間違反がないこ と

（ ３ ）社会保険（ 厚生年金保険、健康保険（ 全国健康保険協会が管掌するも の）、船員保険、

国民保険、 労働者災害補償保険及び雇用保険を いう ） に加入し 、 該当する 制度の保

険料の滞納がないこ と

（ ４ ）暴力団（ 暴力団員によ る 不当な行為の防止等に関する 法律（ 平成３ 年法律第 7 7 号）

第２ 条第２ 号に規定する 暴力団を いう 。） 及び暴力団員（ 同法第２ 条第６ 号に規定

する暴力団員を いう 。） と 密接な関係を 有し ていないこ と

（ ５ ）介護職員等処遇改善加算Ⅰ又はⅡ又はⅢ（ 旧「 介護職員処遇改善加算Ⅰ」 相当） を

取得し ている こ と （ 介護職員等処遇改善加算の対象ではない事業所については、 同

等の取組みを 行っ ている こ と ）

2



以下の２ 部門を 設定し 、それぞれ該当する 事業所を 表彰し ています。

自立支援部門自立支援部門

雇用環境部門雇用環境部門

利用者のよ り 豊かな生活の実現を 目指し て、自立支援・ 生活の質の向上、介護サー

ビ スの質の向上に向けて優れた取組みを 進めている事業所を 表彰

【 取組み例】

• ケアプラ ンに「 聞き 書き ボラ ンティ ア」 などイ ンフ ォ ーマルサービスを取り 入れたと

こ ろ、 認知症の症状が改善し た

• 介護ロボッ ト の活用により 、 夜間事故を大幅に削減し 入院者ゼロを達成し た

• リ ハビリ プログラ ムの細分化や多職種間で連携し た介入により 、 利用者の復職を実現

人材育成の充実や職場環境の改善などに積極的に取り 組む事業所を 表彰

【 取組み例】

• 腰痛リ スク の分析や介護ロボッ ト 等の導入により 、 職員の身体的負担の軽減を実現し た

• 介護助手の適材適所な配置により 、 介護職員の負担軽減等、 職場環境を改善し た

• Ｉ Ｃ Ｔ 機器の整備、 活用により 、 データ の一元化や業務省力化を実現し た

令和７ 年度受賞事業所一覧

事業所名 所在地

介護老人保健施設さ さ づ苑かがやき 富山市

地域密着型特別養護老人ホームさ さ づ苑かすが 富山市

デイ おおく ぼの森 富山市

福祉プラ ザ七美認知症対応型共同生活介護 射水市

訪問看護ステーショ ン十色 高岡市

令和７ 年度受賞事業所一覧

事業所名 所在地

障害者支援施設わかく さ の丘 富山市

孫の手デイ サービス 富山市

リ ハビリ 特化型デイ サービス Re-TAC 富山市

さ さ づ苑デイ サービスセンタ ー 富山市

グループホームさ さ づ苑つばさ 富山市

特別養護老人ホームだいご苑 高岡市

堀川南光風苑 富山市

介護老人保健施設みどり 苑 富山市
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令和７ 年９ 月～1 0 月

令和７ 年1 2 月２ 日（ 火）

令和８ 年２ 月４ 日（ 水）

表彰 の経過等

募　 　 集

選　 　 考

表 彰 式

表彰式　 令和8 年2 月4 日（ 水） 於： 富山県庁3 階特別室にて
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自立支援部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人おおさ わの福祉会社会福祉法人おおさ わの福祉会

介護老人保健施設介護老人保健施設
さ さ づ苑かがやきさ さ づ苑かがやき

所 在 地 富山市春日36 2-1

サービス 介護老人保健施設

電　 　 話 07 6-46 7-51 51

Ｕ Ｒ Ｌ http s://o saw ano .co m

・ 利用者の在宅復帰に向け

て、 組織全体と し て 専門

職が連携す る シ ス テ ム・

計画づく り を 行っ ている。

「 利用者様の在宅で暮ら し たいと いう 思いを実現し 、 在宅復帰率を4 9 ％から

6 1 .5％に引上げ、 超強化型老健への移行」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 令和６ 年４ 月当初は在宅復帰がほぼなく 、 「 在宅で生活がし たい」 と いう

利用者の思いが叶えら れていない状況でし た。

「 在宅復帰支援チーム」 を 設置し て、 毎月１ 回、 全職種代表12 名で現状から

評価までを ICTを 用いて共有し 、 各課で継続的に実践でき る 体制を 構築し ま

し た。 在宅復帰支援パスを 作成し 、 リ ハビリ 職以外の介護職や看護職等を 含

む全職種の職員が在宅復帰に向けて共通の目標を 持つこ と を意識し まし た。

【 在宅復帰支援パスの概要】

①入所判定会議の実施。

②入所時に医師、 相談員、 リ ハビリ はご家族から 情報収集。

（ 在宅復帰するための条件、 介護力、 経済力など）

③２ 週間以内に初期カ ン フ ァ レ ン スの実施。 （ 各職種が在宅復帰のための取

組みを 決め、 1 .5 か月後の在宅復帰カ ンフ ァ レ ンス日程調整）

④入所から 1 .5 か月後にご家族・ ケアマネを 招いてカ ンフ ァ レ ンスを 開催。

（ 医師→ご家族・ ケアマネに説明→デイ ケア・ 訪問リ ハ調整開始）

⑤入所から ３ か月後に在宅復帰を 目指す。

　 長期・ 看取り の利用者5 0 人、 新規利用者3 0 人、 繰り 返し 利用・ ３ か月以内で再入所の利用者2 0 人の

割合を 目指し 、 長期・ 看取り の利用者が増えないよう にベッ ト コ ント ロールを 行いまし た。

　 在宅復帰率が令和６ 年度平均4 9 ％から 令和７ 年度平均6 1 .5 ％に上昇し まし た。 令和６ 年度当初「 基

本型」 から 令和７ 年度「 超強化型」 に生まれ変わり 、 介護老人保健施設本来の役割を 果たすこ と ができ

るよう になり まし た。
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自立支援部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人おおさ わの福祉会社会福祉法人おおさ わの福祉会

地域密着型特別養護老人ホーム地域密着型特別養護老人ホーム
さ さ づ苑かすがさ さ づ苑かすが

所 在 地 富山市下タ 林2 37

サービス 介護老人福祉施設

電　 　 話 07 6-46 8-10 00

Ｕ Ｒ Ｌ http s://o saw ano .co m

・ 本人やご 家族と の丁寧な

意見交換や本人の状況に

適し たケアを 通し て、 本人

の自立と 職員の成功体験

を 獲得するこ と ができ た。

「 特養から 在宅復帰」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 T氏（ 要介護３ 　 女性　 8 6 歳） の生活状況と 今後の意向を 確認し ていく 中で、 T氏と ご家族の意向に

ずれが生じ ていまし た。 ご家族のT氏への望む意向について、 T氏の意向に沿っ た暮ら し を 実現し にく

い現状があり まし た。 そこ で私たち は、 T氏の暮ら し の中に尊厳を 取り 戻し 、 T氏の意向に沿っ た暮ら

し を 実現し たいと 考えまし た。

　 生活面における 聞き 取り シート を 作成し 、 T氏と ご 家族から 施設

で の暮ら し について 聞き 取り 調査を 実施し ま し た。 多職種連携の

上、 聞き 取り シート を も と に、 ご家族と 細目に意見交換を 行い、 T

氏の意向と ご家族の思いを すり 合わせまし た。 こ れによ り 、 ご家族

にT氏の意向を 知っ ても ら い、 T氏の自己決定を 尊重し まし た。

　 T氏と ご家族が、 お互いの意向と 思いを 知る こ と が大切だと 考え、 聞き 取り シート に思いも 記入でき

る よ う にし まし た。 私たち は、 お互いの思いを 尊重し つつ、 T氏の思いを 理解し ても ら う こ と を 核心に

据えて意見交換を し まし た。 特に悩んでおら れた排泄面では、 日々のケアを ご家族と 密に情報共有し 、

改善するこ と ができ まし た。

　 T氏の意向と ご家族の思いを 受け止めながら 、 職員が間を

取り 持ち 、 T氏の思いを 引き 出すこ と ができ まし た。 ご家族

も T氏の思いを 理解する 機会を 得たこ と で、 T氏の意向を 大

切にする よ う 変化し ていき まし た。 T氏の元気になっ ていく

姿を 見て、 ご家族が在宅復帰を イ メ ージでき る よ う になり 、

在宅復帰の実現に繋げるこ と ができ まし た。

AD L評価　 令和５ .２ 　 7 0 点⇒令和６ .1 0 　 9 0 点

入居から ２ 年５ ヶ 月で、 在宅復帰を 実現でき まし た。

聞き 取り シート

家族交流会BBQ
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自立支援部門
評価の

ポイ ント
社会福祉法人おおさ わの福祉会社会福祉法人おおさ わの福祉会

デイ おおく ぼの森デイ おおく ぼの森

所 在 地 富山市下大久保15 30 -1

サービス 通所介護

電　 　 話 07 6-46 8-20 01

Ｕ Ｒ Ｌ http s://o saw ano .co m

・「 食」 を テ ーマにそれぞれ

の利用者が役割を も っ て

活動・ 交流で き る 仕組み

づく り を 行っ ている 。

「 できるかも 　 から 　 できた　 に　 食から 始まる自立支援」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 当デイ サービ スでは、 従来の「 通っ て過ごすだけ」 の日課では利用者の

主体性や意欲が十分に引き 出せていないこ と が課題でし た。 そこ で、 身近

な「 食」 に注目し 調理や配膳などを 各々ができ る 場面に合わせて実施する

こ と で、 達成感や「 自分はでき る 」 「 も っ と う まく いく 」 等の自己効力感

を 得ら れる環境づく り を進めまし た。

　 「 利用者役割制度」 と 「 個別プ ロ グラ ム」 を 導入し ま し た。 「 利用者

役割制度」 では、 調理や洗濯など ５ つの役割を 設定し 、 利用者の身体状

態や認知機能、 興味・ 関心等に合わせてその人に合っ た役割を 提案し ま し た。 「 個別プ ロ グラ ム」 で

は、 日々のク ラ ブ活動を 複数用意し 、 利用者自ら が活動を 選択し て実施でき る よう にし まし た。 利用者

の必要と さ れる喜びや主体性を 引き 出す柔軟な支援を 大切にし まし た。

　 机やキッ チン の配置を 見直し 、 作業スペースを 使いやすく し まし た。 また、 職員の配置やシフ ト 等を

見直し 、 併設事業所（ 小規模多機能） と の協働を 進める など、 現場の負担軽減に努めまし た。 利用者の

役割が自信や主体性につながる よ う に、 個別調整や職員のケアの転換と し ての意識改革には時間を かけ

て丁寧に取り 組む必要があり まし た。

　 AD L（ 基本的日常生活動作） 評価は平均1 7 .3 5 から 1 9 .6 5 へと

1 3 .2 ％改善し ま し た。 ま た、 Q O L（ 生活の質） 評価は1 2 .8 から

2 2 .4 5 へと 7 5 .0 ％向上し 、 全体の日常生活自立度も 1 9 .8 ％と 改善

がみら れまし た。 利用者が主体的に役割を 持っ て活動し たこ と に

より 、 心身両面における満足度の向上につながり まし た。
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自立支援部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人射水万葉会社会福祉法人射水万葉会

福祉プラ ザ七美福祉プラ ザ七美
認知症対応型共同生活介護認知症対応型共同生活介護

所 在 地 射水市七美87 9-1

サービス 認知症対応型共同生活介護

電　 　 話 07 66 -8 6-45 45

Ｕ Ｒ Ｌ http s://w w w .im izu-m anyo uka i.o r.j p /

・ 施設の設備や道具を 活用

し た 運動プ ロ グラ ムを 提

供し 、 利用者の健康を 維

持し 自己決定で き る よ う

努めている。

「 筋力・ 嚥下機能の維持と 、 自己決定し て食べる喜び」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 加齢に伴う 筋力や嚥下機能、 意欲の低下に対し 、 従来の体操では個人差への対応が困難でし た。 そこ

で、 食事の自己決定による 意欲向上に着目し まし た。 選択が難し い方にも 選ぶ喜びを 感じ ていただき 、

身体機能の維持と 自分ら し く 過ごすための個別支援を 工夫し 、 生活の質向上を 目指し まし た。

　 個々の「 やる 気」 を 引き 出すための多角的な個別支援

に取り 組みまし た。

・ 双六形式で歩行機会を 創出する「 歩こ う 会」

・ 食事の配膳・ 下膳を 自力で行い、 食べたい食事も 自分

で選択し ても ら う 自己決定支援

・ スト ロー等を 用いた手作り の肺活量強化玩具

・ 手作り う どん

・ 他事業所と 連携し た歩行浴

　 全員が筋力や嚥下機能の維持・ 向上に取り 組めるよ う 、 認知能力に合わせて写真や文字で伝える 等、

個別の関わり を 工夫し まし た。 特に「 歩こ う 会」 では、 目的の説明や音楽での雰囲気作り を 徹底する と

と も に、 廊下の一往復でコ マを 一マス進める 手作り 双六を 導入し 、 ゲーム感覚で前向き に歩く こ と ので

き る環境を 整えまし た。 個々の「 やる気」 を 引き 出すための多角的なアプローチに注力し まし た。

　 半年間の取組みの結果、 全員が食事を 自己決定でき る よ う にな

り 、 過半数の歩行距離が倍増し 安定感も 向上し まし た。 肺活量運

動によ り 嚥下力が改善し 、 全員の食進が進む中で、 運動効果によ

る 適正体重（ 平均－0 .8 kg ） も 実現し まし た。 今後も 栄養と 運動

の両面から AD L維持に努めます。
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自立支援部門
評価の

ポイ ント
合同会社人間讃歌合同会社人間讃歌

訪問看護ステーショ ン十色訪問看護ステーショ ン十色

所 在 地 高岡市荻布34 7-1

サービス 訪問看護

電　 　 話 07 66 -2 6-10 16

Ｕ Ｒ Ｌ http ://to iro -sta t io n .j p

・ 災害を 想定し て 避難計画

の整備や訓練を 実施し て

お り 、 利用者の安全確保

に努めている 。

「 自宅での災害の際の確認・ 訓練」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 在宅で生活する方々は、 医療的知識に乏し いこ と が多いです。 し かし 、 「 いざ 」 と いう と き は、 本人・

家族が対応し なければいけません。 そこ で、 日頃から ご自宅に訪問し た際に、 「 なにか起こ っ た時」 の対

応をイ メ ージト レーニングするこ と で、 災害時の安全確保につながると 思い、 災害時のフ ローチャ ート を

作成し 、 定期的な災害訓練を 実施し ています。 各々自宅の構造や家族背景が違う ため、 各個人の在宅にお

いての災害を想定し ています。

　 訪問看護を 開始の際に、 災害時の避難場所等を 情報収集し 、 フ ロ ーチャ ー

ト を 作成し ます。 それを 各自宅の目の届く と こ ろ に置いても ら っ て、 フ ロ ー

チャ ート を 元に避難訓練を 実施し ています。 最初の配布時、 年に１ ～２ 回の

確認を 行っ ています。 特に、 安全を 確保する ために頭部を 守る 方法、 避難経

路の確認、 医療機器の災害時の非常作動の操作を 実際に行っ てみて各自イ

メ ージト レ ーニングを し ても ら っ ています。

　 利用者の中には独居の方、 認知症の方、 障がい者の方なども います。 独居の方には自分ででき る その

人に合っ た方法で、 さ ら に認知症の方には何度も 繰り 返し て行います。 また、 障がい者の方はでき る こ

と が限ら れている ので、 障がいがあっ ても でき る こ と を 探し 、 でき る 方法を 一緒に検討し ています。 個

別性や訓練の回数は、 その人やその環境によっ て検討し 、 実施し ています。

　 こ の取組みを 実践し てから ２ 年後に実際に、 能登半島地震が発生し 、 氷見・ 伏木

の利用者さ んたちが被害にあわれるこ と になり まし た。 その際、 利用者さ んやご家

族よ り 、 日々の訓練し ていた内容を 思い出し ながら 、 避難所へ避難を し たり 、 医療

機器の対応を さ れたと の声を 聴き まし た。 日頃の訓練を 繰り 返し 行う こ と でいざと

いう と き のヒ ント になればと 思っ ています。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人セーナー苑社会福祉法人セーナー苑

障害者支援施設障害者支援施設
わかく さ の丘わかく さ の丘

所 在 地 富山市坂本31 10

サービス 障害者支援施設

電　 　 話 07 6-46 7-06 79

Ｕ Ｒ Ｌ http s://w w w .senaen .o r.j p /

・ ICTの活用にあたっ て職員

向けの研修を 丁寧に行い、

業務の効率化と 職員の負

担軽減に取り 組んだ。

「 ICTの活用により 職員の負担軽減等」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 介護記録・ 転記業務の負担が大き く 、 利用者支援の時間を 割く こ と や利用者一人ひと り の記録がと れ

ないこ と があり まし た。 また、 勤務時間のすれ違い等で、 職員間での情報共有、 引継ぎがスムーズにで

き ていない状況でし た。 さ ら に、 頻回な巡回による利用者の睡眠の覚醒も 課題になっ ていまし た。

・ 介護記録システ ム「 ケアカ ルテ 」 、 音声入力ア プ リ 「 ハナスト 」 を 導

入する と と も に、 iPho ne（ 1 1 台） 、 イ ン カ ム（ ５ 台） 、 パソ コ ン （ ４

台） の利活用により 、 介護記録等の時間削減を 目指し まし た。

・ 眠り スキャ ン 導入によ り 、 利用者の睡眠状況を 知るこ と 、 安眠の確保、

また職員の夜勤業務の精神的・ 身体的負担の軽減に取り 組みまし た。

・ 介護記録システム導入前に複数の商品を 比較し 、 最も 利便性の高い物を 選定し まし た。

・ 導入後はICT推進チームを 設け、 入力作業項目の標準化や、 誰一人取り 残すこ と のないよう な丁寧な

研修を 進め、 全支援員が端末を 使える体制を 整備し まし た。

・ 眠り スキャ ン では個々の睡眠パタ ーン に合わせた設定に時間がかかり まし たが、 心拍・ 呼吸数の変化

を 早期に把握でき るよう になり まし た。

・ こ れまでの記録に費やし ていた１ 回あたり の作業時間は、 3 0 分か

ら 1 5 分程へと 短縮し 、 また音声入力など でリ アルタ イ ムに記録す

るこ と で、 情報漏れが少なく なり まし た。 その結果、 短縮さ れた時

間をより 適切な介護業務に充てるこ と ができ るよう になり まし た。

・ iPho neで通院先から 記録を する こ と で、 迅速に情報が共有でき る

と と も に、 通院後の記録の必要がなく なり 、 職員の負担軽減になり まし た。

・ 眠り スキャ ン 導入により 巡回時間は1 /3 程度に減り まし た。 頻回な訪室がなく なり 、 安眠の確保や、

睡眠データ を 活用し た個別ケアの質も 向上し まし た。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント
デイ ラ イ ト 株式会社デイ ラ イ ト 株式会社

孫の手デイ サービス孫の手デイ サービス

所 在 地 富山市四ツ葉町19 -3

サービス 地域密着型通所介護

電　 　 話 07 6-47 1-80 06

Ｕ Ｒ Ｌ http ://b lo g .l ived o o r.j p /d ayl ig h t_ m ago no te/

・ 外国人スタ ッ フ と のコ ミ ュ

ニケ―ショ ンやサポート 体

制を 整備し 、 働き やすい職

場づく り を推進。

「 外国人材の「 確保」 と 「 育成」 ～介護福祉士取得」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 施設立ち 上げ当初から 介護スタ ッ フ 離脱が続き 、 人材確保安定と は程遠い施設でし た。 将来の人材不

足は言う までも なく 、 こ の危機的状況を 打破するために、 2 0 2 0 年頃から 外国人材雇用を検討し まし た。

外国人紹介業者を 通し 、 紹介業者、 就業希望者と 面談し ながら 、 外国人雇用に伴う 手続き 、 ト ラ ブル事

案の情報等を集め、 社内で外国人材雇用の受け入れ体制を 整えまし た。

　 外国人職員が入社後安心し て業務に集中でき る よ う に住居

など 生活面を 支援し まし た。 言語や文化、 ビ ジネスマナー、

介護知識や技術、 社内で使う 日本語を 母国語に訳し マニュ ア

ルを 作り まし た。 分から ないこ と 、 不安なこ と はすぐ 相談で

き る よ う 面談や研修時間を 多く と り 、 介護福祉士取得のため

の勉強時間も 設けまし た。 年齢性別国籍にと ら われず、 能力

や成果を 基に人事評価を 行いまし た。 レ ク リ エーショ ン を 通

し 利用者さ んと 職員の多様な考えを 認め合い、 明るく 楽し い居場所作り に取り 組みまし た。

　 同じ 国の人材を １ ～２ 年毎に１ 人ずつ増員する事で、 「 分かる→でき る」 にレ ベルアッ プ。

母国帰省（ 長期休暇） の勤務調整により 、 日本人スタ ッ フ の休日も 取り やすく なり まし た。

　 外国人職員の勤勉な姿勢に影響さ れ、 チーム全体の度量が上が

り 、 コ ミ ュ ニケーショ ン が増えま し た。 ２ 期生、 ３ 期生の受け入

れによ り 人員不足が解消さ れ、 個別指導ができ 、 職員全体のレ ベ

ルが上がり まし た。 １ 期生が、 計画通り 介護福祉士試験に合格し

まし た。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント合同会社 Re-TAC合同会社 Re-TAC

リ ハビリ 特化型デイ サービスリ ハビリ 特化型デイ サービス
Re-TACRe-TAC

所 在 地 富山市日俣15 7-1

サービス 通所介護

電　 　 話 07 6-46 0-30 34

Ｕ Ｒ Ｌ http s://re-tac.net/

・ 事務作業に かかる 時間を

節約し 研修等の時間を 確

保するこ と で、 業務の質の

向上につながっ ている。

「 業務効率改善でタ イ パ向上」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 年々増えていく 法定研修や職場環境等の要件に適応し ていく ために、 時間を 捻出し つつ質を 落と さ ず

に、 お客様を 増やし ていく こ と が最大の課題でし た。 そのため、 事務作業や法定研修を 如何に業務時間

内に収めて、 かつ質を 担保するかを 考えていまし た。

　 令和７ 年から 業務ロ ーテーショ ン を 本格化し 、 業務時間を 短縮

する こ と で 事務作業の時間を 捻出し ま し た。 全職員がロ ーテ ー

ショ ン に参入でき る よ う に、 各業務を 共通業務と 専門業務に分け

ま し た。 PC作業に関し ては、 ネッ ト ワーク の構築と G o o g leスプ

レ ッ ド シート の導入によっ て同時入力を 可能にし まし た。

　 一番苦労し たのは、 業務改善を 継続する 風土を 醸成する こ と でし た。 こ れには何回も 資質向上研修と

話し 合いを 繰り 返し て土台作り に励みまし た。 形骸化し ないよ う に朝礼でリ マイ ン ド し て終礼でフ ィ ー

ド バッ ク を し まし た。 AI、 表計算、 エク セルのマク ロ を 組む事なども 活用し まし たが、 定着や習得のた

めの時間捻出に苦労し まし た。

　 プ ラ ッ ト フ ォ ームと 平行棒を 追加し 、 フ ロ ア回し が出来たこ

と で、 スト レ ッ チの待機時間が解消さ れ、 現場での時間効率が

向上し まし た。 スト レ ッ チは1 日の合計で約5 0 分程度の効率改

善、 書類に関し てはモニタ リ ン グの時間は延べ6 0 時間→2 4 時

間まで短縮、 口腔機能の書類整理時間は人員が半分になっ て時

間も 1 0 分短縮、 口腔ケアも １ 日3 0 分の短縮と なり まし た。 こ れ

ら の取組みによ り 、 個別介入の時間が増加し 、 LIFEや計画書の

作成時間を 設けるこ と で業務時間の質の向上が図ら れまし た。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人おおさ わの福祉会社会福祉法人おおさ わの福祉会

さ さ づ苑さ さ づ苑
デイ サービスセンタ ーデイ サービスセンタ ー

所 在 地 富山市下タ 林1 41

サービス 通所介護

電　 　 話 07 6-46 7-51 55

Ｕ Ｒ Ｌ http s://o saw ano .co m

・ 業務改善に 取り 組み、 休

暇を 取り やすく な る 体制

と 意識が職場に浸透し て

いる 。

「 働きやすい職場環境作り に取り 組み、 連続５ 日間のリ フ レッ シュ 休暇希望者は

1 0 0% 取得できる環境」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 デイ サービ スは定員に応じ た人員配置基準があるため、 欠員時も 代替対応（ 送迎・ 入浴業務等） が必

要で、 簡単には休みづら い構造を 抱えています。 そのため、 業務改善に取り 組み、 働き やすい職場環境

作り をスタ ート し まし た。

リ フ レ ッ シュ 休暇1 0 0 % 取得を 事業所目標に掲げ、

実現の為業務のD X・ ICTの推進を 行いまし た。

①介護記録の音声入力（ ケアカ ルテ・ ハナスト 導入）

②送迎管理業務のAI化（ D RIVEBO SS導入）

③連絡帳の簡素化（ 定型文の設定）

④申し 送り や職員間連絡の音声化（ イ ン カ ム1 4 台・

スマート フ ォ ン 1 3 台・ タ ブレ ッ ト ７ 台導入）

　 テク ノ ロ ジー活用による 業務改善のほかにも 、 仕事へのモチベーショ ン 、 チームワーク 維持向上を 大

切にし 、 朝礼の工夫（ 朝ポジティ ブな気持ち から 開始でき る よう スロ ーガン＆ポージングを 募集し 毎朝

実行） など、 ポジティ ブに仕事、 目標に向けて取り 組める 働き かけを 継続し ていき まし た。

・ 令和6年度リ フレッ シュ 休暇希望取得者８ 名（ 100% ） 取得達成。

・ 送迎表作成業務の自動化・ デジタ ル化に挑戦し 送迎表作成業務

が４ 時間→１ 時間程度に削減成功。

・ 有給休暇消化率　 4 7 ％（ ５ 年度） →5 7 ％（ ６ 年度）

・ 時間外労働　 R６ .４ ～９ 　 4 5 .7 時間→　 R７ .４ ～９ 　 1 5 .1 時間

　 約3 0 時間の削減に成功
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人おおさ わの福祉会社会福祉法人おおさ わの福祉会

グループホームグループホーム
さ さ づ苑つばささ さ づ苑つばさ

所 在 地 富山市春日36 8-1

サービス 認知症対応型共同生活介護

電　 　 話 07 6-46 8-73 37

Ｕ Ｒ Ｌ http s://o saw ano .co m

・ ICTの利用が不慣れな職員

に対し て も フ ォ ロ ーを 行

い、 利用者のケ ア に関わ

る 時間が増え 職員の働き

やすさ 向上につなげた。

「 記録時間短縮・ 申し 送り 廃止から の企画件数増加の職場環境改善」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 職員間の申し 送り に多く の時間がかかっ ている こ と 、 申し 送り 内容のばら つき 等によ る 職員間の連携

やケアの質にも 影響が出る こ と を 懸念し ていまし た。 こ う し た課題を 改善し 、 業務の効率化と 職員の働

き やすい環境づく り 、 利用者様と の関わり の時間を よ り 多く 確保する こ と を 目的と し て、 ICTツ ールで

ある 「 ハカ ルト 」 （ 介護業務のタ イ ムスタ ディ を 行い、 業務改善を 自動提案するアプリ ） 及び「 ハナス

ト 」 （ 記録・ 申し 送り 等の間接業務を AIと 音声入力で行なえるアプリ ） 導入を 決めまし た。

　 音声入力アプリ 「 ハナスト 」 、 介護記録システム「 ケアカ

ルテ」 の連絡機能を活用し 、 申し 送り 方法の見直し を実施し

まし た。 対面での申し 送り を 廃止し 、 令和６ 年1 1 月よ り 、

夜勤者は8 ： 3 0 まで、 日勤リ ーダーは1 6 ： 3 0 までに音声で

行う 申し 送り に変更し まし た。 出勤後に職員は内容を再生音

声で確認でき 、 情報の伝達漏れを 防ぎながら 、 申し 送り 時間の短縮と 記録業務の負担軽減を 実現し まし た。 結

果と し て、 利用者様と の関わり の時間を増やし 、 職員の働きやすさ の向上につなげるこ と ができまし た。

　 効果を 最大限に引き 出すための４ つの工夫を 行いまし た。 職員同士が情

報共有を密に行い、 問題点や改善点について随時話し 合う 場を設けまし た。

①日時、 夜勤・ 日勤の区別、 及び担当ユニッ ト を 明示

②必ず音声を 再生し て内容を 確認

③職員間で定期的にフ ィ ード バッ ク 実施、 操作に不慣れな職員への支援・ マニュ アル作成

④重要事項や緊急性の高い内容については、 別途口頭でのフ ォ ローアッ プを 徹底

　 職員が主体的に音声入力を 活用し 、 業務効率化と 利用者様と の関わり の時間確保を 実現でき たこ と で

す。 記録にかかる 時間が1 0 ～3 0 分の削減、 他スタ ッ フ への応援依頼に「 ハナスト 」 連絡機能使用率は

約1 0 0 ％です。 成果と し て、 外出会やおやつ作り 等の起案件数が、 令和６ 年４ 月～９ 月2 4 件→令和７

年４ 月～９ 月3 6 件に増加し 、 利用者満足度向上に繋げら れるよう になり まし た。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント社会福祉法人戸出福祉会社会福祉法人戸出福祉会

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム
だいご苑だいご苑

所 在 地 高岡市醍醐12 57

サービス 介護老人福祉施設

電　 　 話 07 66 -6 2-04 80

Ｕ Ｒ Ｌ http s://d a ig o en .co m

・ テク ノ ロジー活用について

職員向けの指導や意識醸成

に取り 組み、 業務の効率化

を図っ ている。

「 デジタ ル技術の活用による事務負担の軽減を通じ て利用者に向き 合う 介護時間の確保」

を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 慢性的な人材不足で業務負担が増大し 、 事務作業が利用者対応や書類作成、 情報共有を圧迫し ていまし

た。 業務効率化による負担軽減と 、 ケア品質・ 職員満足度・ 組織力向上を目的に取組みを開始し まし た。

　 AI音声認識ICTレ コ ーダーを 活用し 、 会議や担当者会議の議事録・ 書類を 自動作成し まし た。 AIによ

る 文書テ ン プ レ ート 化や起案支援で業務効率化を 推進し 、 さ ら にグループ ウェ ア導入によ り 、 情報共

有、 稟議、 研修、 連絡を 一元化し 、 業務全体の省力化を 実現し まし た。

　 AI活用を 定着さ せるため、 会議でのICレ コ ーダー使用を ルール化

し 、 有料プラ ンも 導入し まし た。 台数不足時の代替運用も 周知し ま

し た。 また、 副業人材制度を 活用し 、 専門家から 直接指導を 受け職

員の活用力を 底上げし まし た。 グループウェ アは対象別配信や紙に

頼ら ない運用を 徹底し 、 現場への浸透に工夫と 苦労を 重ねまし た。

　 A I議事録を 会議中に実演し 効果を 可視化、 作成時間を 8 0 ％削減で き ま し

た。 生成A I活用でチラ シ制作費のゼロ 化を 達成し まし た。 フ リ ーPC整備と グ

ループウェ ア活用によ り 、 変則勤務職員への全周知期間（ 平均５ 日⇒2 .5 日）

も 半減し 、 業務効率と 職員負担を 大幅に改善でき まし た。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント
社会福祉法人光風会社会福祉法人光風会

堀川南光風苑堀川南光風苑

所 在 地 富山市本郷町2 62 -15

サービス 地域密着型特別養護老人ホーム

電　 　 話 07 6-46 4-31 33

Ｕ Ｒ Ｌ http s://ko u fuuka i.j p

・ 施設内で 機器の運用に つ

いて 協議し 、 職員の負担

軽減・ 利用者家族が安心

で き る サービ ス の提供が

でき た。

「 ICT機器（ 眠り スキャ ン） を活用し 職員の心理的負担感の軽減」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 当施設では、 １ フ ロ ア1 9 人のご利用者を 夜間帯は職員1 名体制でお世話し ています。 また年々看取り

介護のご利用者も 増え、 心理的負担を 感じ ている 職員も 多い状態でし た。 今回、 職員の心理的負担感を

軽減する目的で眠り スキャ ンを 導入し 、 業務改善に取り 組みまし た。

　 令和６ 年４ 月から 、 特養全床（ 2 9 床） に眠り スキャ ンを 導入し ま

し た。 導入効果を 検証する ため、 ４ 月・ ７ 月・ 1 0 月の３ 回にわたり

職員向けの調査（ SRS-1 8 ） を 行い心理的負担の変化を 測定すると と

も に、 夜間帯のタ イ ムスタ ディ 調査も 行いまし た。 調査結果を も と

に生産性向上ガイ ド ラ イ ンを 参考に、 業務改善に取り 組みまし た。

　 モニタ ーを 見慣れるこ と から 始め、 眠り スキャ ンを 有効に活用する ために、 毎月の特養リ ーダー会議

や生産性向上委員会で多職種での話し 合いを 行いま し た。 夜勤帯にモニタ ー上で異常が確認さ れた時

は、 オンコ ールで看護師に詳し い状態を 報告・ 相談し 対応する よう にし まし た。 機器の不具合発生時に

はメ ーカ ーに相談し 調整も 行いまし た。

　 モニタ ー上で可視化さ れたこ と によ り 、 １ 時間に１ 度の

巡視回数を 減ら し 、 ま た 覚醒を 確認し た 時に排泄介助を

行う こ と で、 ご 利用者の睡眠の質を 高めるこ と ができ ま し

た。 職員向けの調査では、 心理的負担の軽減が図れたこ と

に加え、 仕事に対する モチベーショ ン が高ま っ たこ と も 確

認さ れまし た。
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雇用環境部門
評価の

ポイ ント医療法人財団五省会医療法人財団五省会

介護老人保健施設介護老人保健施設
みどり 苑みどり 苑

所 在 地 富山市秋ヶ 島1 46 -1

サービス 介護老人保健施設

電　 　 話 07 6-42 8-55 65

Ｕ Ｒ Ｌ http s://w w w .sa ino uhp .o r.j p /m id o ri/

・ D X推進委員会やSE担当者

が連携し 、 大規模な 設備

投資を 行っ て 業務改善に

取り 組んでいる 。

「 最新の見守り システムや介護ソ フ ト の導入により 介護D Xを推進し 、

職員も 利用者も 安心でき る環境づく り 」 を実現し まし た。

取組みを 始めた背景・ 経緯

取組みの概要・ 特徴

特に工夫し たこ と ・ 苦労し たこ と

取組みの成果

　 2 3 年前に導入し たナースコ ールの老朽化が進んでおり 、 利用者の安全のために代替品の設置が急務

でし た。 また居室内での転倒事故の検証手段がなく 、 有効な対策方法の立案が困難な状況が続いていま

し た。 介護ソ フ ト の導入については、 記録業務の負担が増加し ており 、 利用者に向き 合う 時間が削ら れ

ていまし た。 D Xの推進により 生産性の向上を 図るこ と が必要でし た。

・ 令和７ 年１ 月に、 富山県で初めて最新の見守り システム「 Hito m eQ ケ

アサポート システム（ 以下、 ヒ ト メ ク ） 」 を 入所棟の1 0 0 床全床に導入

し まし た。 各部屋の天井に設置さ れたセン サーを 通じ て、 利用者の動き

が職員のスマホに通知さ れるよう になり まし た。

・ 令和７ 年１ 月に、 介護ソ フト 「 ケアカルテ」 を導入。 ヒ ト メ ク や眠り SCAN

等の介護ICTツールと のデータ 連携が可能であり 二重登録の手間が省ける

ほか、 音声入力ツール「 ハナスト 」 の機能を使用するこ と で記録時間の大幅な短縮につながり まし た。

・ ヒ ト メ ク と ケア カ ルテ の導入にあたり 、 D X推進委員会のメ ン バーを 中心に「 意思決定チーム」 と

「 推進チーム」 を 結成し 、 定期的な打ち 合わせを 重ねまし た。 またD X推進にあたり SE担当者を 配置

し 、 各部署へのき め細かいサポート を 行いまし た。

・ ヒ ト メ ク の導入については数千万円単位の設備投資と なる ため、 事前に事業計画を 何度も 練り 直し 、

業者と の交渉も 長期間に渡り まし た。

【 ヒ ト メ ク の導入効果】 １ 日の訪室動線が１ 時間→4 5 分に短縮(2 5 %

削減)し たほか、 夜勤体制を ５ 人体制→４ 人体制に変更し 年間約4 0 0 万

円の人件費削減につながり まし た。

【 ケアカ ルテの導入効果】 １ 日の記録作業時間が１ 時間→５ 分に削減

（ 9 2 % 削減） し たほか、 イ ン カ ム機能の活用によ り 無駄な動線を１ 日

30分→10 分に削減でき まし た（ 66 % 削減）。
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〈 参考〉 過去の受賞者

令和5 年度

自立支援部門自立支援部門

雇用環境部門雇用環境部門

事 業 所 名 取 組 概 要

特別養護老人ホーム梨雲苑

（ 社会福祉法人梨雲福祉会）

〈 富山市〉

利用者自身が、 自ら 選び、 自ら 買い物する 機会を 創出する た

め、 移動スーパーを 運用。 地域包括支援セン タ ーや地元の町

内会と 連携し て、 地域住民にも 幅広く 周知を 行う こ と で地域

住民の利用も 促進。

特別養護老人ホームさ さ づ苑

（ 社会福祉法人おおさ わの福祉会）

〈 富山市〉

利用者にコ ロ ナ禍以前の日常生活を 取り 戻し ても ら う ため、

家族と の触れ合いの時間や地域の友人と の団欒等の機会を 創

出する など利用者の自己実現を 支援。

デイ サービスまめの木

（ 有限会社まめの木）

〈 富山市〉

利用者の身体の状況を 丁寧にアセスメ ン ト し 、 多職種と 連携

し ながら 、 職員が利用者に寄り 添っ た支援を 行う こ と で利用

者のQ O Lの向上を 実現。

事 業 所 名 取 組 概 要

朝日山ケアセン タ ー

（ 社会福祉法人萬葉の杜福祉会）

〈 氷見市〉

職員が心身と も に健康でいら れる 「 ウェ ルビ ーイ ン グ」 を 意

識し た職員の資質向上研修を実施。

特別養護老人ホーム射水万葉苑

（ 社会福祉法人射水万葉会）

〈 射水市〉

新入社員一人一人に先輩社員が直接指導し 様々な面でサポー

ト する エルダー制度を 導入し 、 早期離職ゼロ を実現。

アルカ ディ ア雨晴

（ 医療法人社団明寿会）

〈 高岡市〉

音声入力に対応し た介護支援ソ フ ト ウェ アを 活用し 、 介護現

場における 介護記録や書類作成時の業務負担の軽減、 ケアの

質の向上を 実現。
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令和6 年度

自立支援部門自立支援部門

雇用環境部門雇用環境部門

事 業 所 名 取 組 概 要

グループホームあっ と ほ～む砺波

（ 医療法人社団明寿会）　 　 　 　 　   〈 砺波市〉

地域の一員と し て、 あっ と ほ～む砺波を 知っ ても ら

う と と も に地域の方々と の交流を図る こ と を 実現。

リ ハビ リ 特化型デイ サービス Re-TAC

（ 合同会社 Re-TAC）　 　 　 　 　 　   〈 富山市〉

ヘルスリ テラ シーを 高め、 地域の方が住み慣れた場

所で住み続ける こ と のサポート を実現。

老人保健施設アルカ ディ ア氷見

（ 医療法人社団明寿会）　 　 　 　 　   〈 氷見市〉

「 通所ケアに通っ たなら 、 その施設で朝顔を 植えて

あげたい、 皆さ んに見せたい」 と いう 目標を も っ て

いたＩ 氏（ 9 0 代男性　 要介護度２ ） の思いを 実現。

射水万葉会天正寺サポート セン タ ー

（ 社会福祉法人射水万葉会）　 　 　   〈 富山市〉

災害時の自助、 公助の体制整備を 行い、 防災と いう

非日常の行動を ど のよ う に日常生活の中に取り 入れ

ていく のかを念頭に防災の取り 組みを 実施。

介護老人保健施設みどり 苑

（ 医療法人財団五省会）　 　 　 　 　   〈 富山市〉
脳卒中片麻痺利用者の復職を 実現。

事 業 所 名 取 組 概 要

グループホーム天神金さ ん銀さ ん

（ 特定非営利活動法人生活支援センタ ーアッ ト ホーム新川）

〈 魚津市〉

ICTの活用で職場環境の改善を 実現。

介護老人保健施設さ さ づ苑かがやき

（ 社会福祉法人おおさ わの福祉会）〈 富山市〉

職場環境改善のために短期間でICTを 導入・ 利活用

し 、 介護現場の連携を 強化し たこ と で、 半年間で基

本型から 強化型老健になる こ と を 実現。

特別養護老人ホーム梨雲苑

（ 社会福祉法人梨雲福祉会）　 　 　   〈 富山市〉

SN Sを 活用し 「 介護の魅力」 「 施設の魅力」 「 職員

の魅力」 を 発信し 、 法人の認知度向上、 職員の帰属

意識向上を 実現。

小規模多機能型く れは陽光苑

（ 社会福祉法人陽光福祉会）　 　 　   〈 富山市〉

G o o g le フ ォ ームを 活用し 「 訪問サービ ス」 の実施

記録のパソ コ ン 入力の時間、 実施チェ ッ ク 表作成時

間短縮を 実現。

アモール居宅介護支援事業所

（ 株式会社アモール）　 　 　 　 　 　   〈 富山市〉

介護支援専門員の働き 方を 模索し 在宅ワーク への取

り 組みを 実施。
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